
　現在、本市では「イネーブリングシティ」という考え方を基盤にしたまちづく
りを進めています。今号では、その「イネーブリングシティ」を特集します。

　２０１１年、本市の国民健康保険の特定健診の結果は、
メタボリックシンドローム該当者が県内トップ、特定保健
指導の終了率は最下位という状況でした。そこから健康寿
命の延伸を目指し、生活習慣病の予防を中心としたさまざ
まな取り組みを続けてきました。その結果、状況は改善さ
れましたが、健康寿命を延伸するにはさらなる取り組みが
必要です。

　みなさんは日頃から健康を意識していますか。一般的に健康
に関心がある人は３割と言われ、残りの７割は関心がないのが
現実です。本市では、健康への関心に関わらず、誰もが日々の
暮らしの中で自然と健康になれる取り組みができないかと考え
ました。そこで出会ったのが、横浜市立大学・武部特別教授が
提唱する「イネーブリングシティ」という考え方です。本市は
この理念に共感し、取り組みを始めています。
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　この考え方の出発点は、「どうすれば人は
健康でいられるのか」という問いでした。こ
の問いを深める中で、幸せに暮らす人々は病
気になりにくく、健康寿命が延びるという研
究成果に着目し、生活の中で喜びや生きがい
を育む取り組みを推進してきました。

　「健康に気をつけよう」と思うだけでは人
は簡単に行動を変えられません。一方で、自
分のやりたいことができ、生きがいを感じて
いると、自然と行動は変わっていきます。イ
ネーブリングシティの特徴は、健康そのもの
を前面に出すのではなく、幸せという視点か
ら健康を考えるところです。私が考える健康
とは、健康上の制約がなく、自由に動けるこ
と。幸福とは、自分がやりたいことを追求で
きている状態です。体に不調があれば、やり
たいことがあっても思うように行動できませ
ん。健康と幸福は切り離せない関係にあるの
です。

フレイルや人とのつながりの希薄化など、
私たちが直面する課題は時間をかけて進行し
ます。もっと手前の段階で暮らしに目を向け
ていれば、違う結果になったかもしれません。
幸せを感じられる時間や場所が増えることが、
結果として健康につながる。そうした視点が、
今後ますます重要になると感じています。

　イネーブリングシティを形づくっていくのは、行政だけではありません。まちは、人と人との関
わりや行動の積み重ねによって形づくられていきます。みなさんも暮らしの中で “ハッピー” “ア
ンハッピー” と感じることに、意識を向けてみてください。まちを歩きながらでも構いませんし、
自分ではなく「周りの人だったらどう感じるだろう」と考えてみるのも 1 つの方法です。そんな小
さな気づきが、暮らしやまちを見る目を少しずつ変えていくはずです。

「健康（ヘルシー）」だけでなく「幸福（ハッピー）」を高
める要素をまちづくりに取り入れることで、自然と健
康につながる行動が生まれ、すべての人が身体・精神・
社会的に良好で幸福な状態（ウェルビーイング）
を実感できるまちのことです。

〜幸福と健康から考える、これからのまちづくり〜
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